
令和７年度こども・子育て会議 議事録 

１ 日時 

令和８年２月１０日（火）１０：３０～１２：００ 

 

２ 場所 

和歌山市消防局３階 多目的ホール 

 

３ 会議次第 

（１）開会 

（２）こども未来部⾧挨拶 

（３）議題 

①和歌山市こども計画の進捗状況について（報告） 

②幼保連携型認定こども園の設置認可について 

③特定教育・保育施設の利用定員の設定及び変更について 

④特定乳児等通園支援事業の利用定員の設定について 

⑤和歌山市こども計画の変更について 

⑥保育提供体制の確保のための実施計画について 

⑦その他 

（４）閉会 

 

４ 会議資料 

資料１ 和歌山市こども計画の進捗状況について 

（１）こども・子育て施策の展開（計画第４章部分）進捗状況 

（２）新たな取組一覧表 

（３）教育・保育事業等の充実（計画第５章部分）進捗状況【席上配付】 

資料２ 幼保連携型認定こども園の設置認可について【席上配付】 

資料３ 特定教育・保育施設の利用定員の設定、変更申請施設一覧【席上配付】 

資料４ 特定乳児等通園支援事業の利用定員の設定について【席上配付】 

資料５ 和歌山市こども計画の変更（法令、指針等の改正に伴う乳児等通園支援事業該

当部分の変更及び追記）について【席上配付】 

資料６ 保育提供体制の確保のための実施計画【席上配付】 

 

５ 参考資料 

参考１ ニーズ調査結果報告書案および生活実態調査結果報告書案に対するご意見 

  参考２ 目標達成率が低い施策一覧 

  参考３ 第４章こども・子育て施策の展開変更案 



司会 

定刻となりましたので、ただいまから「令和７年度和歌山市こども・子育て会議」を開催

いたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日の会議は、委員１９人のうち１６人の委員の方の出席をいただいておりますので、和

歌山市こども・子育て会議条例第６条第３項の規定に基づき、本会議が成立しておりますこ

とをご報告いたします。 

また、議事録作成のために本会議をレコーディングさせていただきますので、ご了承くだ

さい。 

出席委員の皆様方のご紹介を５０音順で読み上げさせていただきます。 

 

【出席委員の紹介～】 

 

次に、福祉局⾧の北山よりご挨拶申し上げます。 

 

福祉局⾧ 

皆さん、おはようございます。福祉局⾧の北山でございます。開催にあたりまして一言ご

挨拶を申し上げます。 

委員の皆様におかれましては、お忙しい中、本会議にご出席いただきまして誠にありがと

うございます。また、平素は本市の児童福祉行政の推進に、ご理解とご協力を賜り、ありが

とうございます。 

この会議につきましては、こども・子育て支援新制度が始まったことにより、幼児期の学

校教育・保育や地域のこども・子育て支援を総合的に推進するということで設置されていま

す。令和７年度から５か年を計画期間とした「和歌山市こども計画」を策定し、妊娠・出産・

子育て期まで切れ目のない支援を実施するため、様々な施策に取り組んでいるところでご

ざいます。 

本日は、「和歌山市こども計画」の進捗状況のご報告及び幼保連携型認定こども園の設置

認可について、特定乳児等通園支援事業の利用定員の設定についてなど、多岐に及ぶ議題と

なりますが、本市の次世代を担うこどもたちのため、どうぞ活発なご意見・ご提言をいただ

きますようお願い申し上げます。 

最後になりましたが、委員の皆様方の今後ますますのご発展とご健勝をお祈りし、私の挨

拶といたします。本日はよろしくお願いいたします。 

 

司会 

では、本日の会議資料の確認をお願いいたします。 

 

【資料の確認～】 



司会 

本日の会議は、委員の皆さんを新たに委嘱させていただいて初めて開催する会議になる

ため、和歌山市こども・子育て会議条例第５条第１項に基づき、会⾧・副会⾧の選出をお願

いしたいと思っていますが、事務局案をご紹介させていただいてよろしいしょうか。 

  

【会⾧・副会⾧選任】 

 

司会 

会⾧、副会⾧、よろしくお願いいたします。 

恐れ入りますが、代表して会⾧から就任のご挨拶をお願いします。 

  

会⾧ 

皆様、おはようございます。 今期のこども計画は 2029 年までの 5 年間、第 3 期の計画

にあたります。昨年度の会議におきまして、皆様の率直なご意見をいただき、ご協力のもと

で今回の計画が策定され、そして今年度から実施されております。 

本日はその進捗状況についてのご報告を中心に複数の議題がございます。前回からの委

員の方、また新たに加わった委員の方、それぞれの立場から率直なご意見をいただき、和歌

山市の子ども・子育て支援について活発な議論を行えればと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

司会 

ありがとうございました。 

それでは会⾧、和歌山市こども・子育て会議条例第６条第２項に基づき、議事進行のほど

よろしくお願いいたします。 

 

議⾧ 

これより、議⾧を務めさせていただきます。議事進行につきましては、皆様のご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

 では、会議次第に基づきまして、会議を進めてまいりたいと思います。 

 はじめに、議題（１）「和歌山市こども計画（現行計画）進捗状況についての報告」です。

説明をお願いします。 

 

子育て支援課 

【議題 1 について説明～】 

 

議⾧ 



ありがとうございます。何かご質問ありますか。 

 

委員 

2 点確認させてください。前回の計画であまり達成できていないと評価された点について

です。 

1 つ目は、資料 1-（1）の 24 ページ、119 番「放課後子ども総合プランの整備・推進」に

ついて、前回の計画で「あまり達成できていない」という評価でしたが、現状の課題と今後

の目標を教えてください。 

2 つ目は、8 ページの 37 番「地域とともにある学校づくり」について。これも前回の計

画であまり進んでいないという評価でしたが、現在の課題と展望をお聞かせください。 

 

青少年課 

放課後子ども総合プランについて回答します。 

現在、放課後児童クラブの拡充とともに、放課後こども教室との一体的・連携的な運営を

段階的に導入する環境整備を進めています。 

課題としては、現時点では「未実施」となっている箇所もありますが、庁内関係部局と連 

携しながら、待機児童を出さないよう、まずは現行の若竹学級の運営に力を入れている状況 

です。 

 

学校教育課 

地域とともにある学校づくりについて回答します。 

コロナ禍で学校が閉鎖的になっていた時期もありましたが、徐々に保護者や地域の方が

学校を訪れる機会は増えてきています。 

コミュニティ・スクールでは地域の人材紹介や、こどもたちが地域に出る活動を行ってい

ますが、学校による格差があるのが課題です。11 月の学校開放月間や土日の活用も含め、

さらに地域に開かれた学校づくりを進めてまいります。 

 

委員 

追加で意見ですが、現在、幼稚園・保育所の先生のなり手不足が非常に深刻です。 

佐賀県の調査では潜在保育士の 4 分の 3 が「もうこの業界で働きたくない」と回答したり、

ベネッセの調査では昔は憧れの職業だったのが、トップ 10 から外れたりしています。 

和歌山市として、北欧の制度のような先進的な事例を取り入れつつ、和歌山市独自の「こ

こで働きたい」と思えるようなイメージ戦略や、働く世代を増やすための調整を各部署横断

でお願いしたいです。 

 

委員 



私は 2 年生の小学生を育てていますが、若竹学級に通えない子は、放課後すぐに帰らな

ければならず、学校のグラウンドも使えません。若竹の子は学校で遊んでいるのに、それ以

外の子は家で「軟禁状態」のようになっています。 

親の就労環境の違いでこどもたちが分断されているように感じます。 放課後に学校で一

緒に遊べるような緩和を検討いただけるとありがたいです。 

 

委員 

和歌山市としての子育ての「特色」が見えにくいと感じています。 「ここを特に力を入

れています」という強みを教えていただきたい。 

また、生活で精一杯の保護者は、市が用意してくれている素晴らしい施策を調べる余裕も

ありません。こどもが熱を出した、仕事に行かなければならない、といった時に「どこに助

けを求めればいいか」が即座にわかる窓口や、情報提供の仕組みはどうなっていますか。 

 

子育て支援課 

病児保育については現在 3 箇所、またファミリー・サポート・センターでのマッチングも

行っています。 

相談体制については「子育てプランナー」を配置し、オンライン相談や出張相談も行って

います。 

また、情報提供の課題については、3 月から導入する子育てアプリで、お子さんの年齢に

応じた検診情報などがプッシュ通知で届くようにします。これにより、忙しいお母さんたち

にも情報が届きやすくなると考えています。 

 

こども家庭センター 

児童相談所（県）との連携に加え、当センターでは寄り添い型支援を行っています。児相

へ行く一歩手前の段階で家庭の課題を支援し、一体的に動ける体制を整えています。 

 

議⾧  

私から 2 点補足・確認させてください。 

1 つ目は、資料 1-（2）の新規事業について、実施状況や今後の見通し、1 年目としての

達成感はどうでしょうか。 

2 つ目は、資料 1-（3）の確保内容について、新たな委員もいらっしゃいますので、この

データの見方、特に「入園者数と確保内容の差（プラスマイナス）」が何を意味しているの

か、改めて補足をお願いします。 

 

地域保健課 

新規事業の産後ケアは、1 月末時点で 39 件の訪問を実施しています。 



また新生児聴覚検査や 1 ヶ月児健診の公費負担も、具体的な数字は今持ち合わせており

まんが、非常に良い結果が出ており、お母さん方の不安解消に繋がっていると実感していま

す。 

 

子育て支援課 

資料 1-3 の表の見方ですが、一番上が実績値、二段目・三段目が計画値です。 「確保の

内容」は幼稚園・保育所等の定員数を指します。 

実績の入園者数を定員数が上回っていればプラスと表記され、定員枠に余裕がある（確保

できている）ことを示しています。 

市内全域、および各ブロックともに、計画上の定員は確保できている状況です。 

 

委員 

 先ほどの新しい施策のところに一部負担というものがあったと思うのですが、保護者か

らしたら具体的に書いていただかないと分かりにくいので、公表する際はその点の注意を

お願いします。 

 それから、子どもの権利条約では全てのこどもに教育・福祉を提供することになっている

ので、和歌山市に住民票のある在留外国人の方も当然対象になっていますよね。 

 

子育て支援課 

そうしたの方も含んだ数字となっております。 

 

議⾧ 

ありがとうございます。 

続いて、議題（２）「幼保連携型認定こども園の設置認可について」報告をお願いします。 

 

保育こども園課 

【議題 2 について説明～】 

 

会⾧ 

はい、ありがとうございました。 何かご質問等ございますでしょうか。 

 

委員 

鷺森幼稚園は、ブロックでいうと、どちらになりますでしょうか。 

もしブロックが分かれば、こちらの（以前の）資料と照らし合わせると、認定こども園化

することで、おそらく幼稚園年齢以外の 0～2 歳児がさらに拡充されると思うので、その辺

の数字が増えるのかどうかというところを見られると思います。 



子育て支援課 

第 3 ブロックになります。 

 

議⾧ 

他にいかがでしょうか。 

それでは、次に議題の 3 番目、「特定教育・保育施設の利用定員の設定及び変更について」

お願いいたします。 

 

保育こども園課 

【議題 3 について説明～】 

 

議⾧ 

はい、ありがとうございました。 ご質問等ございましたらよろしくお願いいたします。 

 

私の方から 1 点質問ですが、今回上がっている定員変更というものは、先ほどの資料 1-

（3）、教育・保育事業の提供体制の進捗状況などに入っている、令和 8 年度とか令和 9 年

度の数値には、まだ反映されていないということでしょうか。 

 

保育こども園課 

はい、まだ反映はされておりません。 

 

委員 

1 点質問させてください。先ほどの鷺森のブロックについてですが、この地域で 1 号を減

らして、この表（資料 1-3）では 4 ページ、第 3 ブロックは「371」と書いてあるのですが、

この地域を跨いで合わせているという認識でよろしいでしょうか。 

 

事務局 

今お伝えさせていただいたものにつきましては、すべての地域の中での園の状況を見て

ということになります。 

 

委員 

ありがとうございます。 

 

議⾧ 

他にいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは次に、議題の 4 番目に移りたいと思います。 「特定乳幼児通園支援事業の利用



定員の設定について」お願いいたします。 

 

保育こども園課 

【議題 4 について説明～】 

 

議⾧ 

ありがとうございました。 それではご質問等ございましたらよろしくお願いいたします。 

 

委員 

今年度の 4 月から本格的に実施されるとのことですが、昨年度、砂山保育所、楠見保育所

が先行的に実施されていると思います。その利用人数は、先ほどの資料 1-（3）の最後のペ

ージに載っている「特定乳幼児通園支援事業」の、令和 7 年 10 月末時点での利用人数、 

これは延べ数かと思うのですが、この実数でよろしいでしょうか。 

人数的なことは把握できたのですが、実際にこの制度を進めるにあたって、何か園の方で

課題になったことなどはありましたでしょうか。 

 

保育こども園課 

やはり保育士不足という状況の中、専任の保育士さんの確保には苦労いたしました。あと、

時間的に⾧時間いらっしゃるお子さんではないので、来られて最初は泣き喚いてしまう等

のこともあり、保育士さんもその辺りにつきましても苦労されていたと聞いております。 

ただ、日頃、お子さんと保護者とお家で二人きりで過ごされているお母さん方が多いので、

そういった方の育児相談に乗りながら、保育士さん自身も保育に対しての経験を新たに積

むことができたということは、プラスに働いている面もあると聞いております。 

 

委員 

ありがとうございます。 状況少し伺えました。 

これは認可されている園が選ばれているということで、様々な制約や条件があったと思

うのですが、それはすべてクリアされたと理解していいでしょうか。 

あと、保育時間等も園によって限られていると思うのですが、その辺りを知る時はどうし

たらよろしいですか。 

 

保育こども園課 

今の公立 2 園につきましては、ホームページの方にも詳細を載せさせていただいていま

すし、各園に直接お問い合わせいただいても結構です。 

また、8 年度からの私立園につきましても、情報提供をホームページ等でさせていただき

ますし、各園の方にお問い合わせいただいても大丈夫です。 



 

委員 

ありがとうございました。 

こどもたちの命を預かる大事な事業になると思いますので、事前の面談等もあっての実

施だと思いますが、その辺りも丁寧に学んでいただきたいと思います。 

 

議⾧ 

他にいかがでしょうか。 よろしいでしょうか。 

それでは議題の 5 について、説明をお願いします。 

 

保育こども園 

【議題 5 の説明～】 

 

議⾧ 

はい、ありがとうございました。 それでは、ご質問等ございましたらよろしくお願いい

たします。いかがでしょうか。 

 

（質問なし） 

 

それでは、次の議題の 6 番目に移らせていただきたいと思います。 議題 6 は「保育提供

体制の確保のための実施計画について」です。担当課の方から説明をお願いいたします。 

 

保育こども園課・子育て支援課 

【議題 6 について説明～】 

 

議⾧ 

ありがとうございました。 質問等ありましたらよろしくお願いいたします。 

 

委員 

 資料 6 で示してもらった待機児童数「18 名」「16 名」などの数字と資料 1-（3）の和歌山

市全体の待機児童数、令和 7 年 11 月 1 日時点の「51 名」「84 名」「14 名」といった数字に

は何の違いがあるのかというのが 1 点。 

 あと、誰でも通園制度についていくつかパターン挙げてもらいましたが、専用室、専属の

場合、保育士さんをさらに拡充しなければならないと思いますが、この点についてどう考え

ているのか教えてください。 

 



保育こども園課 

まず、資料 6 の待機児童数ですが、先ほどの「18 名」「16 名」というのは 4 月 1 日時点

の人数です。それに対し、資料 1-（3）のものは「11 月 1 日時点」の待機児童数となってお

ります。年度の途中で増えていく形になりますので、人数が異なっております。 

それと「こども誰でも通園制度」との兼ね合いについてですが、確かに保育士不足の中、

この制度をすることによって通常保育の受け入れが厳しくなるという状況にはなっており

ます。公立につきましては、そのため砂山・楠見、これ以上の対応は難しいということにな

っております。ただ令和 8 年度からは全自治体で実施しなければならないことになってお

りますので、公立だけでカバーしきれない分については私立さんの方にもご協力いただい

て、展開させていただければと考えております。 

 

委員 

ちなみに、私立でその事業に参画したら、国から補助をいただけるとかはありますか。 

あるいは私立が頑張って保育士確保しようとして、元々通われていた方の保育料が上が

ってしまうとなると利用者さんも苦しいと思うので、その辺の補助などはどうでしょうか。 

 

保育こども園課 

誰でも通園制度の補助金については、お子さん 1 人あたりの補助金は発生します。ただ、

それが保育料と連動するかというと、そこはまた別になっております。保育料は各ご家庭の

税額等に基づいて決定していきますので、この制度と保育料との関連性はございません。 

 

委員 

ありがとうございます。 意見をいくつか述べます。 

資料の中で、就学前児童数が令和 7 年（13,657 人）から令和 11 年（11,958 人）へと、減少

する見込みとなっています。施設側としても「少子化がこれくらい進むんだな」ということ

が、数字で目に見えてわかります。ベースが減れば全体が減る、これは小中高すべて同じで

すが、この数字を参考にしながら、我々としても園の運営を考えていかなければならないと

思いました。 

また、申し込み者数から考えれば、令和 7 年 4 月の段階で申し込みが 247 人で、一方で

整備量は 685 名分となっており、3 倍弱の枠が整備されている。確保はされているけれど実

際には入園できていない。これは先ほどから出ているように、「保育士がいないから枠はあ

るけれど先生がいなくて受け入れられません」という現実があるわけです。 

我々としても質を含めて頑張っていかなければなりませんが、量の調整は非常に難しい

と感じます。 

 

議⾧ 



ありがとうございます。 その他、いかがでしょうか。 

 

（特になし） 

 

それでは、議題の 7「その他」についてですが、事務局から何かございますか。 

 

事務局 

 ありません。 

 

議⾧ 

ありがとうございました。 それでは、これをもちまして和歌山市子ども・子育て会議の

全ての議題を終了いたしました。 

委員の皆様、本日はありがとうございました。では、事務局お願いします。 

 

司会 

おかげさまをもちまして、議事はすべて終了いたしました。 

 会⾧におかれましては、⾧時間にわたり、議⾧をお務めいただき、ありがとうございまし

た。委員の皆様、ありがとうございました。 

なお、本日の会議録につきましては、後日、各委員に送付させていただくとともに、会⾧

の承認をいただきホームページに掲載いたしますので、よろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、令和７年度和歌山市子ども・子育て会議を閉会させていただきます。 

本日は、誠にありがとうございました。 


